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 日 本 の 環 境 条 件 に 適 合 す る 新 し い ブ ル ー ベ リ ー 品 種 を 開 発 す る た め 、

日 本 在 来 野 生 種 の 育 種 的 利 用 を 目 指 し て 、Vaccinium 属 種 の 遺 伝 的 類 縁

関 係 、倍 数 性 レ ベ ル お よ び 種 間 雑 種 に 関 し て 基 礎 的 研 究 を 行 い 、以 下 の

結 果 を 得 た 。  

1.  日 本 在 来 野 生 種 15 種 を 含 め た 22 種 に つ い て 、 SSR マ ー カ ー 12 種

類 を 用 い て 多 型 解 析 を 行 っ た 結 果 、全 組 合 せ（ 264）の う ち 94％ で 推 定

ア リ ル を 検 出 で き 、SSR マ ー カ ー が Vaccinium 属 種 の 類 縁 関 係 や 倍 数 性

レ ベ ル の 評 価 に 有 用 で あ る こ と を 明 ら か に し た 。  

２ ． 栽 培 種 の 2 種 間 で は 多 く の 組 合 せ で 雑 種 実 生 が 得 ら れ た 。 一 方 、

栽 培 種 2 種 と 野 生 種 等 6 種 類 の 間 の 24 組 合 せ で は 1 組 合 せ で 、 ま た 、

野 生 種 等 6 種 類 間 の 30 組 合 せ で は 8 組 合 せ で 、 雑 種 実 生 が 得 ら れ た 。

栽 培 種 と 2 倍 体 野 生 種 の よ う に 節 や 倍 数 性 レ ベ ル が 異 な る 組 合 せ で は

雑 種 作 出 が 著 し く 困 難 で あ っ た 。 ま た 、 TO-303 （ V. darrowi  × V. 

elliottii ）は 、 4 組 合 せ で 雑 種 実 生 が 得 ら れ た こ と か ら 、節 や 倍 数 性

レ ベ ル を 超 え て 広 範 な 交 雑 能 力 を 有 す る 素 材 で あ っ た 。  

３ ．倍 数 性 レ ベ ル の 相 違 に よ る 交 雑 の 問 題 を 解 決 す る た め 、倍 数 体 を

効 率 的 に 作 出 す る in vitro コ ル ヒ チ ン 処 理 法 を 行 っ た と こ ろ 、 野 生 種

お よ び そ の 種 間 雑 種 の 倍 数 体 や 倍 数 性 キ メ ラ を 作 出 す る こ と が で き た 。 

こ れ ら の 結 果 を 基 礎 に 、総 合 考 察 で は 日 本 の 2 倍 体 野 生 種 と 栽 培 種 と

の 種 間 交 雑 を 成 功 さ せ る た め の 3 つ の 方 法 を 提 案 し た 。  

以 上 の よ う に 、本 論 文 は 、多 く の 新 し い 知 見 を 有 す る こ と 、論 文 の 内

容 、構 成 お よ び 公 表 論 文 数 (国 際 誌 １ 報 )な ど か ら 、本 学 位 論 文 審 査 会 は 、

全 員 一 致 し て 、本 論 文 が 博 士（ 農 学 ）の 学 位 論 文 と し て 十 分 価 値 の あ る

も の と 判 断 し 、合 格 と 判 定 し た 。な お 、本 学 位 論 文 審 査 委 員 会 の 委 員 か

ら 、野 生 種 を 利 用 し た 種 間 雑 種 の 育 種 的 利 用 と い う 意 味 を 強 調 す る た め 、

英 文 題 目 に t h e i r  を 挿 入 し 、 G e n e t i c  c l a s s i f i c a t i o n  i n  Vacc in i um  i n c l u d i n g  

b l u eb e r r i e s  a n d  J ap a n es e  w i l d  s p e c i e s ,  an d  a p p l i c a t i o n  o f  t h e i r  i n t e r s p e c i f i c  

h yb r i d s  f o r  b r e ed i n g  と し た 。  


